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学校教育目標  
・やさしい子    〒３５０－１３１５狭山市北入曽９８０

 ・よく考える子                        ℡ ０４－２９５８－２７１８ 
 ・がんばる子                         Fax ０４－２９５８－２７１９

 
 大きな行事を終えて 

 
                                         校長 加藤 仁 

 
 ２学期もあとわずかとなり、季節は師走。早いものです。振り返ると２学期は大きな行事がたくさんありま

した。それらの行事の反省を読み返してみると次のようなことが目にとまりました。 
運動会について①入間小、入間野小の今までのよいところを生かした運動会となった。②応援で高学年がよ

く声を出していた。③駐輪場は９時３０分頃には４００台近い自転車でいっぱいになった。④トイレは一階す

べて開放する必要あり。⑤時間が遅れてしまった。それぞれの種目の間をもう少しスムースに行う必要あり。

 いるまのコンサートについて①学校公開日と合わせたのはとてもよかったと思います。②どの学年もとても

一生懸命取り組んでいてとてもよかった。③とてもよかった。聴いていて感動した。④放送委員の子が上手で

した。⑤保護者用の椅子を来年度いくつ用意したらよいでしょうか？ 
ふれあい広場について①分担場所にいて、他を見られなかったが、子どもたちはとても楽しく、満足してい

たのだと思う。②各会場に探検気分で行くようで、教室などを広く使ってよかった。立ち話をしている子など

いなかった。③昔ながらの遊びのよさが改めて感じられた。④野菜の話では、パワーポイントを使い、写真や

クイズを多様化した内容で、資料作成の熱意に頭が下がりました。⑤ＰＴＡの方は準備がたいへんだったと思

い、ありがたいです。⑥１年生ということで、初めての参加のせいか、１時間半ちかくあったにも関わらず、

終始バタバタしてしまいました。金券も使いきれなかったので、来年はもう少しゆっくり楽しみたいです。で

も、子どもたちが楽しそうでキラキラしていたので幸せな時間でした。 
反省は、教職員のものと、保護者の方のものがまざっています。昨年度に比べ、児童の人数が増えたことへ

の対応が十分でなかったことが見えてきました。運動会のトイレや駐輪場。いるまのコンサートでの椅子の数

等・・・。児童が増えて、それにもまして、保護者の方々が大勢、学校に来ていただいた結果でもあります。

また、うれしい感想もたくさんありました。特に、統合して、子どもたちがいろいろな所で、力を出し合い、

仲よく行事に取り組めたことを評価していただけたことをたいへんうれしく感じています。 
特に、ありがたかったのは、多くの保護者の方々、地域の方々が多方面で支えてくださったことです。運動

会ではＰＴＡの役員の方々や親父の会の方々にたいへんお世話になりました。また、ふれあい広場では地域の

方々のご協力がなかったらできないことばかりでした。ふれあい広場を通して、竹トンボや紙飛行機、シャボ

ン玉など、手作りの遊びの面白さを児童は実感できたようです。また、竹馬やウクレレ、遠投、フリースロー

など、大人の人から教わって、上手にできた子どもたちの輝いた顔も印象に残っています。 
さて、冬休みが近づいています。今の子は凧揚げやコマ回しなど、ほとんどやらないのでしょうか？昔から

伝わる、手軽にできるトランプやすごろくなど、家族や親せきの人と一緒に遊ぶ機会を経験させてあげたいよ

うな気持ちもあります。それにしても、多くの保護者の方々や地域の方々に支えられ、大きな行事が無事に終

わったこと、校長としてうれしく思います。子どもたちにとって、ここが故郷だと実感できるような教育活動

を、今後も続けていきたいと改めて思います。 

めざす学校像 
「みんなが元気で明るい

きれいな学校」 



１１月の行事から 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ８日（火） 弁当の日         １０日（木）～１１日（金） ６年修学旅行 
 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 
      １８日（金） 避難訓練         ２２日（火） いるまのスクールフェスタ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   
 

 算数の授業参観から 

 算数の授業について、校内の職員同士で勉強しています。１年生の繰り下がりのある引き算の授業を参

観しました。計算の仕方をノートに書いて説明できる児童がたくさんいて、１年生の成長を感じました。

 ４年生では、長方形が組み合わされた形の面積を求める学習をしていました。色々な解き方に気づき、

その面積の求め方を隣の子に説明していました。算数の学習を通して、大切なコミュニケーションの力も

育ちつつあるように感じています。それにしても、３０人以上の児童がいると思いもかけなかった意見が

出てきたり、意外な解き方を説明したりする児童もいて、みんなで勉強することのおもしろさを感じます。

ただ、公式に当てはめて問題を解くだけでない、学びあうことの大事さ（自分の考えを分かりやすく伝え、

相手の考えをしっかり聞き取ること）を子どもから教わっているようです。 

 寒い中で体を鍛える・時期を逃さず 

 学校の周囲の畑に霜が降りていることが多くなりました。このような時期に以前、先輩から「寒いとき

は寒いところで体を鍛える」ということを教えられました。児童は、縄跳びや朝マラソン等に励んでいま

す。しかし、個人差がかなりあります。カードを使って、それぞれが目標を立てるなどして頑張っていま

すが、寒さに負けず、外でたくさん汗をかける児童に育ってほしいと思っています。ところで、「鉄は熱い

うちに打て」という諺があります。縄とびなど、今やっておかないと、ずっとできないままになってしま

います。大人になってからでは遅いこと、大人にならないとわからないものです・・・。 


